障害者支援施設ゆうとぴあ恵愛　第２回地域連携推進会議　議事録

日 　時：令和８年２月２５日（水）14：３０～１５：３０
場 　所：ゆうとぴあ恵愛４階会議室
出席者：（委　員）津島市障害福祉課職員、地域民生委員、NPO法人代表理事
利用者家族代表、利用者代表　各１名
　　　　　 (オブザーバー)津島市障がい者総合支援協議会　生活支援部会所属施設職員　1名
（事務局）施設長、施設長補佐兼主任指導員、指導員
　　　　　 (欠席) 津島市基幹相談支援センター職員　1名
議　題
[bookmark: _Hlk202341955]　１　施設長あいさつ　
・今年４月からは利用者の地域移行を進めるための担当者の選定と移行希望をふまえた個別検討が義務化、１０月にはカスタマーハラスメントの方針等も義務付けとなり準備を進めているところです。本日は忌憚のない意見をいただき、より透明性を持ったよい施設運営につなげていきたいと思います。

２　出席者紹介　
　一部委員変更の為、出席者各自、所属等含めての自己紹介を実施してもらう

３　議　題
1. ゆうとぴあ恵愛の現状(令和８年２月１日現在)について（事務局より説明）
　　　・入所定員７０名のところ現在６８名入所されている。今年度の入所者は３名(在宅２名、医療機関１名)、退所者は４名(死亡４名)です。
　　　・短期入所受け入れ６床のところ一日平均４．１９人利用されています。
　　　・障害手帳所持では、身体５６名、知的３４名、精神８名で身体と知的重複が２２名、身体と精神重複が６名、身体のみの方は２６名です

1. 令和７年度事業計画の進捗状況(令和８年１月末現在)について（事務局より説明）
1. 利用状況
本体入所の利用率は96.3％で前年比＋3.4％
短期入所は６９．８％で前年比＋１７．２％
1. 施設内事故の発生状況
事故は１１４件発生。県や市への報告は内３件(いずれも骨折)自損事故に加え、高齢化やADLの低下ある現状を職員は再認識し支援に当たっている。
1. 行事及び生活状況
７月に「夏祭り」、１２月に「忘年会」を行い、３月には「春祭り」を開催予定。歌謡舞踏やマジックショーなど外部の方にも協力いただいた。グループ外出は引き続き希望に沿って実施していく。地域活動として津島市開催の「チャレンジドフェスティバル」に出展。利用者懇談会では利用者と意見交換の場を設けている。
1. 施設内職員研修の状況
感染症や権利擁護等重要な研修は外部講師に依頼し実施した。
1. 実習の受け入れ状況
社会福祉士現場実習、看護師現場実習、喀痰吸引実習を受け入れた。
1. 苦情等の状況
苦情等はありませんでした。

1. 令和８年度事業計画(案)骨子について（事務局より説明）
1. 利用人員の確保と支援内容の充実
1. 利用者の社会経済活動参加の促進
1. 災害防止・感染症対策による利用者の安全確保
1. 地域社会に開かれたせ施設の推進
1. 利用者の自立及び地域生活以降の促進
1. 運営意識の高揚と経費の効率的執行
1. 職員に資質の向上と専門性の確立
1. 職員の働きやすい環境づくりの促進
　　　
４　各委員からの意見や質問及び回答
委員１…令和7年度の死亡退所4名との事で長い生活から高齢化かによるものか
事務局…高齢化から肺炎を発症され２、３か月の入院中に亡くなったことが多い。利用期間の短い方で入院され状態悪化した方もいる。食事のみでなく唾液でむせる利用者もいる。

委員2…高齢の方も見えるが、介護保険適用施設への移行はあるか
事務局…65歳の介護保険へ切り替えのタイミングや3年毎の障害支援区分更新のタイミング等で意向 確認している。介護保険制度と障害福祉サービスは制度が違い、料金負担も変わる。障害の施設では長期化、重度の方も多く介護保険適用施設へ移行希望はほとんどない。利用者が65歳を超え、入院され協力病院の介護医療院へ移行されたこともある。
　　　　　
委員１…利用者は慣れたところで長く生活したいと思って見える方もいる。ゆうとぴあ恵愛は障害に合わせた設備が整っており、介護保険施設へ変わらなくてもよいメリットもある。地域移行の動きで大規模な入所施設の増加は今後ほとんどないと思うが、重度の方へ向けてはこの施設も貴重と思う。
委員３…入所している家族が70代になった。長期入院になったらどうなるか心配。
事務局…施設としては制度上難しいこともあるし、長期治療が必要であれば施設での対応は困難なことがあるが、施設と入院先病院とで連携をとり柔軟に対応していく。本人の生活の質を考え、本人や家族を主体に、年齢による線引きがすべてではないよう配慮していきたい。
委員４…自身の施設は知的障害者が中心。設備的にも身体障害者の施設とは違い、高齢化により利用者  の入浴が困難になってきた等課題がある。希望する生活は本人・家族と連携を図って対応している。
委員５…意見を聞いて障害者と高齢者のサービスの違いを確認できた。地域移行の動きで施設が小規模化しているとの事だったが、地域移行のイメージはどんなものか。
事務局…地域移行支援について指針を作っている。グループホームでの生活も地域移行の一つ。本人や家族の意向、計画相談の支援員も含めて相談や情報提供、必要であれば希望する生活の場の見学支援をしていく。難しい方へは、施設でどう生活していくか、より生活が豊かになるよう支援していく。住み慣れた環境で安定した生活を送れるよう支援していく。

事前意見より…今年度の入所者の年齢や、区分、市町村を教えてください。
事務局…令和7年度新規入所者は4名(令和8年2月1日現在)
男性1名６３歳、女性３名５２．５６．６３歳。区分は男性５、女性４・５・６各1名。
市町村は津島市・あま市・弥富市・蟹江町各１名、在宅から２名、リハビリ病院からが２名。       
　　　
＊　次回の会議は令和８年７月頃を予定しますが、改めて日程調整させていただきますのでよろしくお願いします。本日は、ありがとうございました。 

＊　施設訪問については令和７年７月開催の第１回会議で実施したため、今回は初めての出席者のみで行い、特筆すべきはなく障害に沿った環境との評価でした。

